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経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間 

／
米
山
月
間 

 
 

 

令
和
元
年
10
月
15
日
（
火
） 

 
 

 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル         

 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 41

名
中
26
名
出
席 

出
席
率

63
・
41
％ 

前
々
回
出
席
率

89
・
80
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介 

★
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
（
懇
親
会
） 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

石
原
寿
生
さ
ん  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

楽
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
。 

柴
岡 

正
将 

近
藤 

明
美
・
加
藤
巳
千
彦 

堀
江 

英
弥
・
木
村 

光
徳 

杉
本 

忠
夫
・
仲
林 

宏
昌 

松
岡 

 

毅
・
岡
村 

隆
德 

近
藤
さ
ん
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

春
日
井
和
良 

ロ
ー
タ
リ
ー
は
楽
し
い
で
す
。 

川
合 

美
幸  

 

４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

盛
田 

 

宏 

副
会
長 

杉
浦 

典
男 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

佐
藤 

貞
明 

副
会
長 

神
谷 

裕
之 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 会 

長 

柴
岡 

正
将 

副
会
長 

近
藤 

明
美 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

牧
野 

博
和 

副
会
長 

高
木 

裕
明 

  

会
長
挨
拶 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
会
長 

盛
田 

 

宏
さ
ん 

               

本
日
10
月
15
日
は
、
名
古
屋
・
名

古
屋
中
・
名
古
屋
大
須
・
名
古
屋
栄
４

Ｒ
Ｃ
の
合
同
例
会
で
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
は
各
ク
ラ
ブ
共
に
節
目
を
迎

え
ら
れ
て
お
り
、
私
共
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
は

95
周
年
、
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
は
50
周
年

で
先
日
盛
大
な
記
念
式
典
を
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
は
来

年
35
周
年
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
は
30
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
も
30
回
目
と
い
う
節

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
歴
史
は
ご
存
知
の
通

り
、
１
９
０
５
年
に
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス

が
見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
る
シ
カ
ゴ
に
来

た
際
、
友
達
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

年
１
回
の
合
同
例
会
と
し
て
多
く
の

方
々
が
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
す
か
ら
、

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
の
原
点
に
戻
っ
て
友

達
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

４
Ｒ
Ｃ
の
会
員
数
を
合
計
し
ま
す
と

約
４
９
０
名
で
、
第
２
７
６
０
地
区
の

約
１
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

連
携
す
る
と
中
区
連
合
ク
ラ
ブ
と
し
て

大
き
な
勢
力
に
な
り
、
地
区
へ
の
発
言

力
も
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、次
年

度
以
降
に
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
良
い

か
と
考
え
ま
す
。
本
日
は
是
非
多
く
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
た
だ
き
、
意
義
の
あ
る
時
間
に
し

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

幹
事
報
告
並
び
に
出
席
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 

幹
事 

服
部 

陽
一 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

梁
川 

誠
市 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

加
藤
巳
千
彦 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

荒
川 

和
生 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

報
告
（
敬
称
略
）

 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

  

筒
井 

康
弘 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ  

勝
田 

輝
之 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

杉
本 

忠
夫 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ  

千
葉 

富
之 

  

乾 

杯 
 

 
 

 
 

 
 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

貞
明
さ
ん 

        

本
日
の
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
設
営
し

て
い
た
だ
い
た
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
共
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
は
、
今
年
50
周

年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
合

同
例
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
１
年
に
１
回
の
機
会

で
す
の
で
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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そ
れ
で
は
、名
古
屋
、名
古
屋
大
須
、

名
古
屋
栄
、
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
の
益
々
の

ご
繁
栄
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈

念
致
し
ま
し
て─

─
─

乾
杯
！ 

  

懇 

親 

会 

 

例
会
に
引
き
続
き
、
恒
例
の
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
中

Ｒ
Ｃ
の
佐
藤
貞
明
会
長
の
ご
発
声
に
て

乾
杯
が
行
わ
れ
、
立
食
形
式
で
の
歓
談

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
４
Ｒ
Ｃ
が
親
睦

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

                 

 

 
  

黙
と
う  

10
月
12
日
（
土
）
東
日
本
へ
上
陸 

し
広
範
囲
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
を
も 

 

                

た
ら
し
た
台
風
19
号
の
犠
牲
者
を
悼
み
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

   

会
員
卓
話
（
９
月
12
日
例
会
・
続
き
）

 

「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」 

 
 

渡
辺 

観
永 

現
在
、
名
古
屋
市
に
お
け
る
ひ
と
り

親
家
庭
を
含
む
貧
困
児
童
に
対
す
る
施

策
と
し
て
は
、
以
下
の
計
画
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 １
．
奨
学
金 

高
校
１
年
生
～
３
年
生 

毎
年
３
０
０
０
人 

月
額
６
万
円
～ 

２
．
学
習
支
援 小

学
生
・
中
学
生
／
高
校
生 

 

学
習
支
援
教
室 

生
活
困
窮
・
生
活
保
護
・
ひ
と
り
親

家
庭
対
象
全
区
に
設
置
終
了 

 

市
内
１
５
０
か
所 

週
１
～
２
回 

 

夏
期
集
中
講
座 

子
ど
も
の
未
来
応
援
講
師 

小
学
校
62
校
中
学
校
10
校 

養
護
４
校 

３
．
見
守
り
活
動 

名
古
屋
市
こ
ど
も
応
援
委
員
会 

全
区
に
設
置
終
了 

現
在
１
５
４
名
体
制 

４
．
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り 

モ
デ
ル
事
業
３
年
目 

市
内
４
カ
所 

 

私
が
代
表
役
員
を
務
め
る
想
念
寺
で

は
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
を
平
成
30
年
７
月
よ
り
受
託
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
受
託
に

際
し
、
総
代
会
に
て
承
認
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
ど
も
食
堂
と
の
違
い
は
、

食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
は

無
く
、
文
字
通
り
以
下
の
よ
う
な
「
居

場
所
」
と
し
て
の
活
動
を
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。 

 名
古
屋
市
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
（
通
年
型
）

実
施
要
項 

第
１
条 

家
庭
以
外
で
の
居
場
所
を
求

め
る
思
春
期
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
ど
も
に
対
し
て
、
家
庭
や
学
校

以
外
の
場
所
で
地
域
の
大
人
が
見
守

る
中
で
発
達
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
同
士
が
絆
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
る
第
３
の
居
場
所
（
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
）
を
提
供
し
、
参
加
し
た
子

ど
も
が
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、
自
己
肯
定
感

の
獲
得
や
将
来
へ
の
自
立
意
欲
を
高

め
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
５
条 

コ
ア
サ
ー
ビ
ス 

 

ア
．
対
象
者
の
家
庭
環
境
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
子
ど
も
た
ち
が
通
い
や
す

く
、過
ご
し
や
す
い
場
所
を
確
保
し
、

提
供
す
る
こ
と
。 

イ
．
日
課
の
実
施
に
よ
る
生
活
習
慣
の

指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
。 

ウ
．
宿
題
な
ど
の
学
習
の
補
完
を
中
心

と
し
た
学
習
面
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ

等
の
活
動
を
行
う
こ
と
。 

エ
．
月
に
１
回
程
度
、
子
ど
も
の
集
団

形
成
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
。 

オ
．
子
ど
も
の
体
調
や
希
望
及
び
家
庭

の
状
況
を
踏
ま
え
、
衛
生
面
に
注
意

し
た
う
え
で
、
お
や
つ
や
お
に
ぎ
り

等
の
軽
食
の
提
供
を
お
こ
な
う
こ
と
。

 

 

相
対
的
貧
困
に
あ
る
児
童
は
、
保
護

者
か
ら
う
け
る
べ
き
情
操
教
育
な
ど
が

欠
如
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
居
場

所
」
で
は
、
全
人
格
的
成
長
の
補
助
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
ど
も
の「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
に
は
、

現
在
小
４
か
ら
中
３
ま
で
19
名
の
子
ど

も
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
我
々
夫
婦
を

管
理
者
と
し
て
、有
給
ス
タ
ッ
フ
３
名
、

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名
で
、
毎
週
２

日
間
、
夕
方
５
時
か
ら
９
時
ま
で
、
子 

ど
も
た
ち
と
す
ご
し
て
い
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
に
は
、日
本
福
祉
大
学
、愛
知
教
育

大
学
、愛
知
大
学
の
学
生
の
ほ
か
、ひ
と

り
親
出
身
の
社
会
人
ス
タ
ッ
フ
も
お
り

ま
す
。
教
員
免
許
保
持
者
、
社
会
福
祉

士
、
看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者
を
中
心

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
区
役

所
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
し
て

児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
を
と
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。 

時
間
の
都
合
で
今
日
は
こ
こ
ま
で
と

致
し
ま
す
が
、

ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
是
非

お
申
し
出
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま

す
。
ご
清
聴
あ

り
が
と
う
御
座

い
ま
し
た
。 

  

10
月
31
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

10
月
28
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
Ｒ
Ｃ 

３
Ｒ
Ｃ
合
同
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問  

ガ
バ
ナ
ー 

 

伊
藤 

靖
祐
さ
ん 

 

地
区
幹
事 

 

南
村 

朋
幸
さ
ん 

（
江
南
Ｒ
Ｃ
） 

＊
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
懇
談
会 

11
時
30
分
～
12
時
10
分 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

 

11
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

内
藤
明
・
杉
浦
令
淑
・
飯
田
昭
夫 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


